


【国保】 
 

F-246  ロスバスタチンカルシウム錠（高脂血症及び脂質異常症）の算定

について 

 

《令和 8 年 5 月 28 日新規》 

 

○ 取扱い 

 高脂血症及び脂質異常症に対するロスバスタチンカルシウム錠（クレス

トール錠等）の算定は、原則として認められる。 

 

○ 取扱いの根拠 

 ロスバスタチンカルシウム錠（クレストール錠等）の添付文書の効能・

効果は「高コレステロール血症、家族性高コレステロール血症」であるが、

高脂血症、脂質異常症は高コレステロール血症を含む。 

 以上のことから、高脂血症及び脂質異常症に対するロスバスタチンカル

シウム錠（クレストール錠等）の算定は、原則として認められると判断し

た。 

 


